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コミュニケーショントピックとしての「日本」を知り、考え、^

発信へとつなげる英語科の授業を創る
-ESDの視点からー

A report on dasses in which students know, think, and present about "Japan"
as one ofthe topics in communication

^from the perspectives of Education for sustainable Development^

コミュニケーショントピックとしての「Π本」を知り、ぢえ、発俗へと0なげる英請科の授挑を創る一ESD の悦点からー

要
コミュニケーショントピックとしての「1ヨ本」に関する話題の引き出しを増やし、深め、英需で交

流できるようになることを H指すためのプログラムの必要性を感じ、本研究を行'うことにした。これ
まで、学習者の表現力を効果的に育成する授業・活動や学習者染団が主体的,自治的・協働酌に学習
の場を創り出し、学習を進めていく授業・活動、「考える」ことを促し、学習の深化を図ることを同
指した授業・活動にっいて研究・実践を行ってきた。これらを舳合、統合させ、学習者にとってさら
に学習意欲が湧き、学習への動機が商められる授業のあり方を模索しっつ、そこにESDの視点を取
り入れ、授業・活動剛発を試みることにした。
明確な対象や目的を意識し進められる活動は、学習者の学習意欲や動機を高めることを、英語科の

祝点とESD の観点を織り交ぜながら、本プログラムを通して実践・考察したところ、大変有益であ
ると感じられた。生徒たちが、「日本」およびその諸問題について熨抑米・1拘心を持ち、それらにっい
て亨覇吾を用いっつ、アプローチすることで、学習愆欲・到Π幾力芹司まり、また、コミュニケーシヨント
ピックとしての「日本」にっいての話魅の引き出しが豊かになれぱなるほど、生徒の英語を活用した
発信意欲も高まる。そして、 ESD の観点を活用した、「知る・考える・発信する」のコアサイクルを
意識的に設宗した課題解決型授業は、英語科の授業において生徒の学習意欲や学習動機を筒めるうえ
で大変有効である。

英語科中'み裟和
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著者は勤務校着任以来、,や学校英語科の授業において、学習者の表現力を効果的に育成する授業
活動や学習者染団が主体的・向治的・恊働的に学習の場を創1り出し、学習を進めていく授業'活動、「考
える」ことを促し、学習の深化を圃ることを目指した授業・活動にっいて研究・爽践してきた。
また、それと同時に、グローバル化する社会を生きていく子どもたちに必要な力を、中学校の■N研

利,授業において、どのように育てていけぱよいかを考えてきた。池者と1瑚わっていく際、コミユニ
ケーション能力は必須であるが、他言訊話者とのコミュニケーションにおいては、共通となる1眺掘も
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お茶の水女'子大学附'刷中学校紀要染帰染(2015)

また重要となる。その意猫においての英語の重要性は言うまでもない。また、それと同時に重要なの
は、コミュニケーシヨンを図る際のトビックである。このトピックの引き出しの乏しさがコミュニケー
シヨンの深まりを妨げている一因となっているのではないだろうか。日本人が他の国の人々と交流を
図る際に、1ヨ本について尋ねられることがよくあるが、日本にっいて意外と知らないことに気づかさ
れることが多いのではないだろうか。そこで、そのトビックの引き出し、特に向分が暮らしてぃる国「日
本」についてのそれを増やし、深めて、英語で交流できることを目指すプログラムの必要性を感じ本
研究に至った。

これまでの研究の視点の融合化・統合化を図り、学習者にとってさらに意欲が湧き、学習への動機
が高まる授業のあり方を模索しっつ、先に述べたコミュニケーショントピックとしての「日本」に着
修し、 ESD の視点を取り入れ、授業・i舌動開発を試みることにした。なお、言語・教育における「動
機(motive)」とは、学習理由や学習目的など、行動の目標・ bW均を規定するものと考えられてぃる
U寶森,2010)。本研究では、学習対象に対するg辺朱や学習結果に対する逹成感、コミュニケーション
したいという惣;厄1、くWiⅡingnessto communicate, WTC)の向」二を目1詮すものとした。
本稿では、剣、上の視点から実施した研究・実践を紹介するとともに、考察・検証、成果と課遡を報

告する。また、平成26年度科学研究賀助成那・業(科学研究tU補助金)奨励研究「研究課恕宅,:コミュ
ニケーシ"ントビツクとしての『日本1 を知り、珍え、発信へとっなげる英語科授業開発琵渠題番号;
26908031号】」の研究報告の視点からも述べることにする。

1.研究目的

コミユニケーシヨンにおいては、亙いにとって共通となるトビックや、共通性の高い課題が共通と
なる言需'とともに重要であり、これらの不足がコミュニケーションの深まりを妨げてぃる一因となっ
ていると考えられる。そのトピック(話題)の引き出し、特に「1ヨ本」にっいてのそれを増やし、英
語で交流できることを目指すプログラムを開発するために本研究を行うこととした。外国語教育にお
ける学習署の鋤H幾づけ(motivation)は、学習惣1次と1呼ぱれることもあり、言語学習が成功するか否
かを左右する重要な要因のーつであると弩えられている(Dornyei,2001,2005;本田,200鋤。この点
において、重要な要素といえる動機として、 ESDの視点を取り入れ、英語を活用して発信する対象
の明確化を図ることにした。

著者は平成26年度ESD 日米教員交流プログラムに参加し、米国人教員といくっかの共同プロジェ
クトを発足させ、取り組んでいる。そのプロジェクトを本研究の一部として位置づけ、進めてぃくこ
とにした。

主にコミュニケーシヨントビックとしての「日本」に焦点を当て、「日本」を知るところから始め、
自分たちなりに考えを深め、様々な相手に対して倒的を意識して「日本」を発信するという活動に取
り組むことにした。本御門tプログラムを通して、生徒たちが、さらに広い視点を持ち、「1ヨ本」およ
び日本が抱える今日的課題について向ら老え、発信できることを目指すとともに、コミュニケーショ
ントピツクの引き出しを豊かにすることも目指している。また、持続可能な開発のための教育恒SD)
に英語科の視点から取り組んでいく視点を持ちっつ、それらの要素を融合的・統合的に扱い、1日本」
およびその諸問題にっいて、「知る・考える・発信する」課題郁N夬型授業を開発,実践し、その成米

Ⅱ 研究の構想
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を検証・考察していきたい。

2.研究仮説
木研究プログラムにおいて、以下の3点の研究仮説を設定した。

山生徒たちが、「E本」およぴその論問題にっいて興1朱・関心を持ち、それらにっいて英語,科の視点
からアプローチすることで、生徒たちのツールとしての英語への学習意欲・劃"幾を高めることができ
る。

(2)コミュニケーショントピックとしての「日本」にっいての豊かさを増大させることにより、生徒
の発信惣才譲を花εめることができる。
侶)英語科の授業において、 ESD の観点を活用した、「知る・考える・ぢ酎言する」というコアサイクル
を重視する課題鯛,U繊舌動を行うことを通して、生.徒は他者との協働性の重要性を認識し、グループ
学習への意欲を高めることができる。

コミコ.ニケーショントピックとしての「U本」を知り、ぢえ、発備へと0なげる英'濡科の謡業を創る一ESDの挑ゞ'からー

3.研究方法(検証方法)
山概要
①「日本」に関するトピックや ESD の内容項珂に関して興昧関心についての訓査を行い、,訂黛を
探る。
②訓査を参考に、悲材を選定し、授業で取り扱うねらいや力法、順片;、単元計画などを老える。
③単元計'画・授業案に従い、ワークシートを作成する。
④計画に基づいて授業や活動を実践する。
⑤生徒の記述したワークシート・レポートの内容、グループでの崎報や思考、意見の共有化・深化、
発信対象への英語でのプレゼンテーシ牙ン印央像・ポスター・写1!蔀衿等を行う授業の活動の様子
の映倍語遜示やアンケート調査等により、活動の見取りゃ分析・検討・吟味・修正等を行う。
⑥語御力をふり返るアンケートの内容から学習効果や目的を達成する内容であるか検証,考察する。
②対象
お茶の水女子大学附属中学校 20H年度第2学年

③期湖
20H年度~ 2015年度仕見在も継続中である。)
④分析・検証対象
①授業中の活動の様子・反応②ワークシートの生徒の記述
③観察や活動による成果物(レポートや映管鴫手)④各種アンケート調査(個人質側」紙)
⑤研究スケジュール(平成26年度科学研究助成費研究調書師牙究計血江をべースに加築修正)
則岡
2014午
4打~
7上1

0半満指導計画を女案する。
0 咋M到に開する実態朋汽
を 1コ'う。
OESDに関tる災態i凋査を
千iう。
0アメリカに1到Lての興吹。
・関心鯏査を行う。
O 「平和」という才磐のイメ
ージ'11",ξ
0授業・活動の計両を立案寸

研究内容
0熊践1
H 本の「都道府リ山・tスポーツj を紹介しよ
ワ。
0実践2
「英語エコ絵本」を制作しよう。
0実践3
アメリカの生徒の質闇に等えよう。
(Ti訂le capsulc project)
0実践4
アメリカの生徒に質問しよう。

仙iぢ'授禁・活動尖V妄内容
0平成26年度ESDB米教n
交流プログラム日本散R派
逃参加
0平成26年度ESDn米散鹸
交流プログラム(巣京合同
会議)参加・共1河プロジェ
クト弓む足
0アメリカの学校とやりと
りを司、る。
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お茶の水女子大学附属中学校紀妾第帰染伐015)

2田4年
8月~
12同

る。
0実践1~4の分析'と評価
をイ丁う。
0他校の教育実践の恬殺を
収集する。
0教材作成のためのフィー
ルドワークや資料・恬報収集
を1テう。
0研究会・学習会・学会等へ
参力1"上る。
0長業・活動の計画を立案寸
る。
0翌SDアンケートを実施寸
る。
0アンケート結果の分析と
觜察を1テう

(Time capsule projeco
0実践5
アメリカの生徒に日本のシンボルを紹介tる
ためのポスターを制作しよう。
(peace ATt projeco
0実践6
アメリカの生徒に日本や自分の学校を伝える
ための映像を制作しよう。
(Active citizenship projecD

0

0突践7
タイムカプセルをつくって送ろう。
(Thne capsule project)
0災践8
同年代の中学生の書し寸とエッセーから開題を
「知る・考える・発信する」
(AC6νe citizenS11iP 尹roject)
0尖践9
E SD0て何?
0実践] 0
日オミが抱える諸'問}遉を「知る・考える・発信
する」
0実践11
「生徒が『弩01」』寸る浩朋くεSDプロジェク
ト>」アメリカの生徒に発信するためのニュ
ース番組を制作しよう。(平成26年度本佼教
育研究恊議会授業公1}め
0実践12
世外遺産について学習しよう。
0突践13
ミシェル先生に日本についてプレゼンテーシ
ヨンをしよう。
0突践14
束京大学・大学院の留学生のみなさんと交流
しよう。(第2 弾)

0アメリカの学校とやりと
り tる。

2015イ1二
け1~3
月

0生徒への加後朋査を行う。
0実践5~ 14の分析と評
イ111iを行'う。
0他校教育実践(授業や取り
組み)を視察し、惰級交流を

0中国教職員招珊プログラ
ム訪問受け入れ(9々6)交流
国'語(漢詩)・社会の授業

20!5革
4月以
降

0教材イ乍成のためのフィー
ルドワークや資料・・情殻収集
を行う。
0突践15~]8の分析と
評価を行う。
0フィールドワークで得た
情都や資料の教材化
0全体の分析・評価を行い、
授業実践モデルを整理tる。

0突践15
海外の人に日本のアニメ・マンガを紹介しよ
つ。
0実践16
海外の人におtすめの日本のスポットを紹介
しよう。
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資料1 平成26年度「ESD日米教員交流プログラム」研修スケジュール

,^ノーー

"'( J ご二yナ、鳥竃1ミνy辺工母咲寺適
0定刈テストにESD、世界
遺産を出題。
0東京大学・火学院留学生
との国際交流長業a2n6)
留学生21瑠・日本人学生4
畠古市山美子先生
0 ドイツ・ケノレン大学から
の教育実習インターン生受
け入れ

2 6日
2 7日
2 8日

OESDプ立ジェクトの'畷暁実施
0 「知る・肴える・発信する」サイクルの定
着化を図るための課題・トピック設定
0コミニニケーショントビックを拡げる・深
めるための英語科・授業の棚発

(士)
(田
(月)

成田発~ワシントンD. C新
オリエンテーションワシントンD
CHESPAX見学、歓迎夕食会

0 「平成27年度H米教員交
流プ探グラム」出発前オリ
エンテーションでの実1炎発
表を行'う。
0研究内容について、勤務
校の研究紀要にまとめる。
0研究の成果等について
は、所属学会などで発表L
たい。
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4 f1 2 9日(火)
4月3 0 旧(水)
5月]日(木)
5月2日(金)

コミュニケーショントピックとしての「日オ村を知り、'争え、発備へとっなげる英;嶌科の投業を創る一ESD の規点からー

5月3 H (二日
5村 4n (ED
5村5日(月)
5月6日(リ0
5円7a 財0
5村8日新0
5月1 0 n (士)

Bur菖UndayFarm Dayscho01視察、ワシントンD. C.発~マイアミ箸
DoralAcademy ;見察、 Earth EthicS 1訂St託Ute l!1察
RU小 K. Broad scho01 1「1多美、 FairchⅡd B0仇nical Garden 社1察
South Miami Middle comm山lity scho0111ι,X、 TERRA Environme11talAcadenly 1見争X
ホームステイ
ホームステイ
マイフ、,ミ発~ヒューストン才1・発~"・ンフランシスニだi、合宗1会議夕食会
合同会誠1日川
合岡会鯱2日拘、在サンフランシスコ1ヨ本匪1総河f如公邸レセプション
合同会滋3日導、自山研修

・り'ンフランシスコ 1管欝山研修5 " 9日(金)
成田蔚

資料2 ESD日米教員交流プログラム事前に設定した目標(10月報告譜より抜粋)

1.事前に設定した目標
本プログラムにおいて、以下の"標を設定した。
以下の4点を意淑した授業・活動のカリキュラム開発を貝指せるよう、アメリカで行われている ESD 実践や

光生方との交流から学びを得たい。主た、共同プログラムを実践Lていきたい。
①現在私たちをとりまく地球規模の詮祝鄭樋を認誠、郡釧,L、解決への方法を苛える。
②「人椛」への意靴を広げ、冴えを深める。
③多文化化.多人稲化が進む社会において、その多様性を器淑L、右意義なコミュニケーションをはかることが
できる。
④グローバル化司・る社会を生きる上で"、要な白国作1本」にっいて理解し、発備寸る基礎を育む。

ESD 日米教員交流プログラム

資料3

底S0プログラム計感叢

ESD プロジェクト

畏本教員米岡派避級告森(10月)
お茶の水女子大学附属中学校

プロジエウト易
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お茶の水女子火学附属中学皎紀饗弟43染(2田5)

1.授業・活動のねらい

それまで学習してきた英語を活用し、様々な「相手」を意識し、「他者を受け入れ、理解するとい
う姿勢や態度」や「幽分の思っていることや考えていること、感じていることなどを尋鄭玉的に相手に
伝えよう侃ミ現しよう)とする力」を身にっけることをねらいとして行っている自分の英語科の授業
の根幹を大切にしっつ、「日本」を「知る」ところから始め、「考える」機会を多く設定し、最終的に
科的意識と問題愆識をもって「発信する」という'恊爾的課題解決型のプロジェクトの場と桜会を通し
て、生徒の中に向律的学習意識や協勧的課題解決意識が芽生え、その実践力が高まるのをねらった。

2.授業・活動の構想
授業・活動では、以下のコアサイクルが実現されることをめぎした。

Ⅲ 授業・活動の構想

☆授業・活動実践で1ヨ指したいコアサイクル

0 「知る」・・・伝えたいことを調べたり、英語で表現するための基礎学習となる活動をしたりtる。
0 「考える」ー・個人で老え、グループで考えを共有し、深める。
0 「発信する」・・・目的を明確にし、対象を意識して伝達・発信するとと、に、相手を尊重して受容し、
コミュニケーションを図る。

また、トピツクやテーマ、発信の対象および方法としては、以下を想定した。
0 トビツク・テーマ:巨本の都道府県、日本のスポーツ、世界遺産、アニメ・マンガ、日本のおすす

めのスポット、日本が抱える諸問題
0刈'象:クラスメート、小学校低学年の児童、アメリカの同年代の生徒、 ALTの教員、海外からの

晉学生、海,トからの教育実習インターン生
0方法:対面型発表、映像録画発表、レポートやポスター

3.授業・活動計画の際に意識したこと

授業'活動計画の際には、生徒たちが主体的・自律的・協働的に課題と向き合い、課腰に取り組み、
底分の住んでいる「日本」を見っめなおすとともに、日本を含む世界に存在する様々な事象に目を向
けるきっかけとなるような課怨設定・題制'選択を意識して立案するようにした。これを通して、世
界市民たる我々がよりょい社会を築くという共通の目的に近づくためには、 ESD の視点に目を向け、
取り組んでいくことが必要不可欠であることやESDの学習が極めて重要であるということを認識さ
せる削加艾となるように意識した。また、様々な活動を通して、ツールとしての英語の重要性を実感で
きるように工夫した。

Ⅳ授業の実践報告

授業'活動として、捌、下の 16の実践を行0た。それぞれにっいて参考資料・も紹介しっつ、報告する。

-6-



0実践 1:日本の都道斥刊iい n本のスポーツを紹介しよう。
0熊践2: ESD実践授業「英語工二絵本」を制作しよう。
0実践 3.アメリカσy上徒の質研Nこ答えよう。(Time C叩Sule projeco
0実践4:アメリカの生徒に11リ打しよう。(T加W cnpsule projeco
0実践5:アメリカの生徒に日本のシンボルを紹介tるためのポスターを制作しよう。

(peace ATt projeC命
0尖践6:アメリカの生徒に日本や惚分の学校を伝えるための映像を制作しよう。

(Aclive citi乞enshゆ Projeco
0実践7:タイムカプセルをっくって送ろう。(Time C叩Sule pToject)
0実践8:1司匂qtの中学生の井いたエッセーから11U題を「知る・苛える・発信tる」

(Active citiZ慨Wh中 Project)
0実践9:ESDつて何?
0実践 1 0:日本が抱える詣fl0題を「知る・苛える・発信tる」(Aot和O citi記船hip n'ojod)
0突践 1 1:「生徒が『哲心11』する1リH附く ESDプロジェクト>」(Active citize齢hip project)

アメリカの生市越こ発信するためのニュース番組を制作しよう。(平成26作産本佼教育研究
協議会にて授業公開)

0実践12:世界遺産について学習しよう。
0実践13:ミシェル先生に日本についてプレゼンテーションをしよう。
0実践14:東京大学・大学院の留学生のみなさんと交流しよう。(第2 蝉)
0実践 15 ジ海外の人に日本のアニメ・マンガを紹介しよう。
0実践16:海外の人におすすめの目本のスボットを紹介しよう。

コミニニケーショントピックとしての「Π本」を知り、ぢぇ、発1,;へと0なげる英謂科の投於を剣る一ESD の祝.,1,「.からー

【実践1}日本の都道府県・日本のスポーツを紹介しよう。
日本の都道府県や日本のスポーツについて 資料5

調べ、亨爺吾でプレゼンテーションを行う。発

゛J ゛
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表後には、クラス全体で「良かった点」「改善点」
含芋のフィードバックや感想・意見を共有する
ことにした。

写真4 発表の様子

'●゛鱗、゛,゛L珍~、
辛や、カ゛が.゛令、、1 ゼ

メダ

4

{実践2】「英語エコ絵本」を制作しよう。
ESD の観'貞のーつである環境分野での取
り純みとして行った。 2 学年で学習 Lた 3R

゛KnoWノ<PAN!'長'1"t*oduceJAPAN- Pキ010d

畷●

「"Knovv 」APAN!"&"1ntroduce
JAPAN" projecU 記録シート

1゛告n、0

(Reduce, Reuse、 Recycle)を思い出し、エコの要業を取り入れた英語絵本を制作した。対象読者とし
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お茶の水女子火学削'属中学校兇要第43染(2015)

写真6
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【実践3】アメリカの生徒の質問に答えよう。仟ime capsule project)
ESD 共祠プロジェクトのーつである「TimeC叩SulepmjecU の相手校の生徒から送られてきた「日
本について知りたいこと」に関する質問に英語で答える。アメリカの交流相手校では、日本の「学校」,
「生沽」・「文化」に興1宋・1瑪心を抱いている生徒が多かった。アメリカの生徒の質問に答えることを
通して、自国との共通点や相述'点を見出す良い機会となり、まさに、異文化理解の絶好のチャンスと
なっブご。

資料ファメリカの生徒たちからの質問に答える内容のワークシート
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楽」に興味・関心を持0た生徒が多かった。

資料8 アメリカの生徒たちに質問したい二とをまとめたワークシート

コミュニケーショントビックとしての「日本」を知り,ぢえ、発俗へとつなげる英語科の投業を剣る一ESDの祝点から・ー
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【実践5】アメリカの生徒に日本のシンボルを紹介するためのポスターを制作しよう。(peace Art
Projeco
ESD 共同プロジェクト「P舶Ce Artproject」の相乎校に送るための日本のシンボルを雁{介するため
のポスターを英語で制作した。また、このプロジェクトを始めるにあたって、「平和」ということば
からどのようなことをイメージするかを考えた。

資料10 「平和」のイメージ資料9 PeaC臼Ad project ポスタ
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お茶の水女子プ゛河村域小学校紀要築噛染柁015)

{実践田アメリカの生徒に日本や自分の学校を伝えるための映像を制作しよう。(Active
Ciuzenship projeco
ESD 共同プロジェクト「Active citizenshゆ Project」の相手校に送るための、日本や白分の通って
いる学校について紹介する映像を制作する。制作については、学習グループで構想、を練り、それを英
語学習リーダーの進行で発表会の形で録画を行った。完成した映像はグーグルドライプを活用し、共
同プロジェクト参加の全学校のものが倒覧、共有できるようにした。

資料 1 1 Active citize船hip project「日本や自分の通っている学校紹介の映像を制作しよう」ワークシート
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【実践7】タイムカプセルをっくって送ろう。(Time capsule projecu
共詞プロジェクト「Time C即Sule projecU の両校の生徒たちが「今の私、国や地城、周りの環境」
を象徴する写真・手紙、ものを入れたタイムカプセルを制作し、郵送で送りあった。送られてきたタ
イムカプセルから双方の生徒がどのようなことに興味・1剥心を抱いているかを知る。 5年後に双方の
学校でタイムカプセルを開け、情雜を共有し合う予定である。また、本プロジェクトの一環として5
年後、 10年後、 20年後の肉分の周りと自分自身を予想し、英語で記述する活動も行った。
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コミュニケーショントビックとしてのルHU を知り、ど・え、発偏へと0なげる英衞科の投業を創る一ESD の規',1肋、らー

、」勗

Time C3Psule project
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タイムカプセルに写真などを タイムカプセル完成!
入れている様子

資料14 アメリカの相手校から届いたタイムカプセルの中に入っていた手紙
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資料 1 5 Tjme capsule project"The changing vvorld"ワークシート
5年後、 10年後、 20年後の自分の周りと自分自身を予想して
MSD学詔

TIME CAPSULE project
"The changing vvorjd"
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考える・発信する」(Active

沖縄の観光業に関して、沖縄の中学2
年生が書いた英文エッセー(スピーチ)
「Tourisln of okinawa tl〕at lthi打R」を学
習班で分担して読み、そのエッセーから
問題点,1熟題点を読みとる(知る)。グ
ループごとに問題点について考え、クラ
ス全体で共有する。以後、【実践9】~【実
践11】へとつなげていく。

写真1フグループで活動の様子
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グループで分担して、
英文エッセーを読んでいます
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【実践田 ESDつて何?
これまでに行ってきた【実践1】~【実践田の活動をふり返り、ここで初めて ESD という考え

方にっいて説明する。初期に実施したプレアンケートがESDの観点であったことも説明する0

資料18 ESD学習プレアンケートの項目(2014Pハ実施)

コミュニケーショントピックとしての「U本」を知り、ぢぇ、発{詮へとつなげる英,匹科の授業を創る一ESD の桝点からー

アンケート.以下の項目(成田喜一郎氏による)から興味の翫る分野を選択するもの
災害 J也震・氾波・逃巻などの白然災害や原発游故に伴う原子力災害
鵄U尭:地球i膨暖化をはじめとtる喋境破壊・公害2

平和:i機争・紛介1・・テ版、生物化学兵器・文ν゛也山,不発弾・核兵器③
資源.エネルギーソKやa坂、原子力・石油・石炭・水力・太陽光寸鳳力等の開発のゆくえ①
荒別.傭兄:人種・民族、性の途い、部かいなどを理由とする楚別・偏見の加害や被害⑤
経洲将楚:途上矧・光進圃W、告途上岡・先進国内の桜差の拡大・貧圈⑥
病気: HIV ・エイズ、'11bインプルエンザなど感染症などの疾病⑦
食.葵品・薬物:生命を雛芽寺させるはずの食・食轍、.渚刃の剣である薬品・桑物⑧
世界遺産・地城汝産:その保護や破壊⑨
信仰・宗教:その布教と対立をめぐる制題⑩
情報通偕技引i (1CT): PC ・インターネット・1"1拶邇話、 SNS の羽Ⅱ更「生と危険性@
犯罪・Ⅲ件:地域や学耳交などを舞台に起こる様々な犯罪・事件⑫

⑬いじめ・体罰や虐待:学校や家庭などで後を維たないいじめ・休罰や虐待
⑪地球規椣での人口の爆発と他鬮に先がけたわが圃の<超高齢・人口減少社会への突入>

資料 1 9 ESD学習プレアンケートの結果(2014/7門実施)

(Dリ駈七
②奨境
③ギ和

@資源・エネルキー
⑤差別・儲兄
⑥経済怜茶

⑦リ丙1<{
⑧食一決品・桑物

⑨山界避県
Iwf'"1]・宗散

⑪情縦通松技術(1CT)
⑫犯罪・ぎ件
@いじめ

⑪地球規惨での入1_1山煤発と他川に先がけたわがル1

翻SD興味関心調査結果(20N/07/01実施)

【実践 1 0】日本が抱える諸間題を「知る・考える・発信する」(Active citizenshゆ Project)
【実践8}で扱ったエッセーと ESD学習プレアンケートを'、り返り、自分たちの暮らす傷本'東京

に目を向け、その今日的課題を見出す。2020年には、東京でオリンピツクが開催されることを視野
に入れて、今後、私たちはどのような匝卜まちづくりか'求められるのかをあわせて考える。佃人でぢえ、
グループで課恕を設定し、その誹薪題にっいて話し合いを趣して考えを深め、発信できる提案を含めて
まとめる。その際、思考ツール・発想ツール(ベン胤、 X チャート、ボーン図、P&S シート、マンダラー
ト)を活用しっつ、「ワールドカフェ」方式で、学習班で意見を交流し、グループで扱う課題を決定し、
その誹U遜についての考えを深めていく。
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写真20 学習の様子
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資料21 思考ツール(『思考ツール』隣西大学初等部、
『こうすれぱ老える力がつくリ1、.学佼思老ツール上敗賀火学
教育学部附属中学佼参芳)

*゜、5
門」手

rC 寸、1 、 1
ペン図

1^'1-、、、

「ワールドカフェ」の方式で、
思考ツール・発想ツールを活用して
グループで話し合いをしています

← rワールドカフェ」記録
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【実践 11】「生徒が『考倉嚇する時間く E S Dプロジエクト>」(Active C比izenship project)
アメリカの生徒に発信するためのニュース番組を制作しよう。(平成26年度本校教育研究協議会授業公開)
【実践1 のでの一速の学習をアメリカの生徒(対牙U にΠ本のことを知ってもらうため姻的)

にニュース番組の形で発信する。構想したことをもとに、表現に工夫を凝らしニュース番組原箔を作
成する。また、調べたことや班での話し介いの内容をわかりゃすく伝えるために、1CT を活用しパワー
ポイントを講1Ⅱ乍tる。発表会では、英語学習リーダーが進行やタイムキーパー、釘Π画などの役割を担
い、生徒が主体的に晋"重を制作する。なお、その番組制作の過程のうち、鰔終時の発喪会を本校平成
26年廐教育研究協誠会(2年蘭〒山にて授業公剛した。

写真22 活動の様子

コミュニケーショントピックとしてのΠ1本J を匁1り、ぢえ、発1,;へと0なけ1英譜千卜の1受業を創る一ESD の挽,t、輔、らー
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辞書を活用しています。
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バソコンを活用してまとめています。

英語学習リーダーカ琵兇明しています。

資料23 発表会のテーマの例
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Group A: Tran$porヒatfon
Group B:2020 TokYO 0IYmpics

・problem5 to be solved・
Group c: Things vve need to do by

2020

Group D: Things vve can do until
2020

Group e TokYo olyrnpiC 2020
S0山tions for religious
Problem

Group F:1mprovement of streets
Group G: Let'$ enjoy 〕apanese

festiva l

岻御陣に四寺.イN
^N'^^J'1^J"

^

巧

'見
1゛ "と"

'左゛1田1」、゛

"ト

'#N¥
ゴ、A

、]+゛{

翁

劃'ーゞ'

.,

目「' 獄J■

i、P3d を活用して調べています。
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発表会しているところです。

資料24 発表会ワークシート
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お茶の水女子火学111"坤Ⅲ,校紀要第帰染他01励

資料25

平成26年度教育研究協議会(2014noBD 学習指導案集より
1 題材・単元名 「生徒が『考創錯する時間<ESDプロジェクト>」
2 題材・単元のねらい

教育研究協議会公開授業「生徒が『考創』する時間くESDプロジェクト>」学習指導案

2005年から 2014年の 10年1剖は、「持続可能な朋発のための教育(ESD=Education forsuSねinable Develo m由lt)の10年」とされており、本年はその最終年次に島たる。授三き者は、本年ESD 日釆教員交流プ伐グラムに参品1し、アメリカの教員といく、かの共同プロジェクトを発足、せ、取り瓢ノνでぃる。そのプロジェクトでは、美際にシメり力の生徒たちと交流を進あており、英語を学習してぃる生徒元ちにとっ、、実際に英語を母国語をする生徒たちと交流でぎることは、英語学習へのモケベーションを商める主ともに、学習しだことを活用手る絶好の機会'な0てぃる。"'
本授業では、石SD が扱うテーマを題材'とし、一人ひとりが問題意轟を持っこと、そして、情都を伝達.発信す
る際の目的と対象とを洌らかにしっつ、英語を活朋し、生徒が主休上なり学習弓舌珂を迩め'ことをねら0てぃる9?わが国における 1酪Dの 10午』.美施計岫U では、'鳶SD は「一人をとりが、世界の人々弌二将来世代、また我U党との隣係丹の'タで生きてぃることを認磁し、行動を変革するための教育」と世巽されてぃる。持絖可罷証加発を通じて企ての人二が安心して暮らせる米来を突現するには、わたしたち.人ひとりが、互いに
恊力し合いながら、さまゞまな課迦に力を合わせて取り組んでぃくことが必要で高る。そうした米来へ狗げた取組みに必要孝力や習え方を人々が学び奄むこと、それが斗寺統可能な開発のための歓舌=ESD」五のである。'また、中学校外国語科(英語科)四学習霜導婁御には、「外1弓や我が国の生;舌や文化にっいての理解を深島るとともに、言語や文化に対す'山心を高め、ごh卜を捗'する態度を育てるのに住"つこ。ムい・・」,から遲班理解を深あ、向際社会に生きる日本人としその向党を高めるとと'もに、鬮際協朋の粘神を養うのに役立っこε三イ▲;F函乙;゛フニ、元が0丁、本授業においても ESD の考ニヒ方や学習指沸要Iwt生ξ^東葉易ヲアジーピ、、クを6年後{ι控えた東京や倉本が抱えてぃる課題を自ら見出し、之hにっいてどのような老えだ持0ているかをまとめ、ア」ゞ'リ方会属徒たちに「東京・ n本をよりよく寸るために、私たちがぢぇること」としてニュース番組を制作するとい
う活動を行うことにした。
長業は英語学習リーダーが中心となり進め、生徒たちが島ら『考創』 S汚え、仰1り吐河・)する学習の時剛としたい。この寿岫を通して、先を見通1力(時間を智理子る力や計画する力を含谷)や協働で創り上け1力、恕偲力、創途秀、リーダーシッシ等の育成を凡指したい。また、 21世紀型能力は、「基礎力・思芳力.実践力」で砥成さオ1ている(公開研究会紀要総論参照)が、それにおける「基礎力」の言語立キルと清報スキル、「思考力」の問題解決・発見力、創造力、「点践力」の自征的活動力、人1州段1係形成力、征会参画力、持続可能だ未粂への貰任のそれぞれの能力1こっいて、愆誠させたいと昔えてぃ'。'ー"'
引拾D 上け、社会の讓遡と牙近毅n.らしを林ぴ0け、新た允価位捌や行動を牛み出寸ことを11批寸、羊習やi舌動で')る、例えげ、1¥統木可徒心;1.☆の課劉を加り二

の脈山と向きnら。それらを齢央十ろためにでさる二とをどえ、'亮際に行励、J'る。そのよう*怒疑を通じて、社☆のー・nとしての韶蹴やh卿」力が打上hてぃく。上た
鴫小女n然といのちのっ九ポリを感じたり、地竣にIHざしたイ'経文化や人び上と批れたη Lながら、人と"然、人とノ、との典h'や空長允午き力を学ぷというた二とも
ESD のアプロー・1'0)ひと0で品る。
3 授業づくりの工夫
「恊仰」的な課題解決を支える思努,判斯・表現の力」を育てるために、個人では武く、常にグループがユニットとして行われる活商を股定してぃる。ヌれぞれのステップに瀚いて、悪習やアイディアを可視化するためのツールを活用するこεを促したり、卿的、対象を明確にした伝趣,・発信を意戡する活動を設けたりして、奨際の生活をよりよくするための実1亘的hコミュニケーションの基礎を培うき0分、けとなるよう工夫した。'ハ4題材・単元の雇開'」゜
第11碍グループで分担L、恊力して、同年代の生徒が書いたスピーチを胱み、そこに記された内容にっいて青えを交流し合い、渓める。【R舶din,Discussi卯/思者・判断・表頂、刈話・協.倒】第2時.本授業の課地に隣Lてニュース番組を制県寸るために、東京や日本が抱える課題や問題にっいて、吉え一逝見を'有し、深め合う。また、ニュース番組制イξのた島の拙油を練る。'

当'、たことを北;'で表呪【1SCU,sj゜nイヌ!話'範,カー」、雪.!半J1亨、ぎ現、伝達;発信L __ナ上4i 311子
作寸る (発表)。発表について評価寸る。(本時)

ゆiscussi0Π, SP巳敏ing, Listenlng/対話・協勧、思考・判断・表現、伝達.発信】
5 本時の学習
(1)本時の目糠
①グループで恊力して、対象と目的を意誠した英語のレポートを制作tるこ とができる。②制作したレポートを}?かりやすく英需で発衾することができる。③他のグループの発表に対して良い点'ι課題,,系を評価tることが、きる。(2)学習の展開小"""ー゜
・-11゛の目票乞、yてる。ノレーブ,ツクに音e 、、ーる。【思
考・半"断】
・グループで話動の方剣・・計画を立てる。{思考・判既】
【対話'1弱働】
・'?かりやYいレ司、 よるうにグノレ一ι で記
小:をぢぇる。り思青・半"断、】【対話・協働】
・習えた紀小:を英語で表別寸る。【竃現】・レポートの方法を者える。【思考・判断・表現H対話・
協働】
・発衷(録画もする)を行う。他のグループは発表
を耽K。【伝達・発信】

王よ¥'、内響と1百川

・、剣1〒'の発リ司・クノレーでふり返り、フィ
ドバックを交わし合う。【思考・半"断・表現】【対話・協励】
・授業者によるまとめを行'う。【思考・判断】

〕ニニく・配畑

3 一Ⅱ'の子ιⅢ1
①グループで協力して、対象と同的を意識した英語のレポートを制作することができるか。②1"H乍したレポートをわかりやすく英語で発表することができるか。③他のグループの発表に捌'して良い点と副U遉点を評価することがで、るか。

・迦'、央諸ヨ咲.1 ータ

・各グループを巡回寸る。

での寺二'" 1百か'、つに足' 0

活動が進みにくいグループには支援をする。対象と同的を意識するように促寸。゜
・発表がスムーズに行'われるようにりーダーをフォロ
^π上る。

とーポートーる。

必要に応じてサポート寸る。

・父"いのふり返りがヌ」、」、にイテ?るっに'ポ
司、る。
・炊厄1につながるようなフィードバックを与える。
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【実践12】世界遺産について学習しよう

<沌路,嘱>
武授に弓n兆北1"tf^IH瓢加'
、4ι1、n{? n●件τ 1.;1、ル}iH川1 "゛Υ、f"11 1イ凸,きデ S,k 帆 tNI
f1小汽t'り'11rW希11"{柳R .9記,ノψ肌.
'。ご'ゞ;ど鄭ごバぶ鷲11,'1, "ば

コミュニケーショントピックとしての「[1本」を知り、ぢえ、発儒へと0なげる英俳H1の授業を創る一ESD の視点からー

1、イUj0リN"1'1,1・0、10rn゛.1・1,1、,
Wr、"゛、" 1'1 "0ツ.八入rM、 1M r0 妙代1ffにlt、1.11ど。ン捻ア'11ヲ;ニ、1111'f"
1,1'";左.砧_火師I L"竹'*"イW t"ι'

教科誓の単元の学習とも絡め、世界遺産について学習し
た。世界遺産の種類や採択の流れ、特に、日本の世界遺産
はすべて紹介し、理解を深めた。生徒たちは、陶分が興1朱
を持った・世界過産(世界・日本一つずつ)を柳べ、調べ学
習ノートに記録した。なお、 ESD や世界造産に関しては、
定期テストでも出恕した。

資料27 定期テスト問題
(平成26年度第2学年後期中問テストより)

;'

宴.右図はESDの様念図ですが、これに f世縲退鰹J に
闘ずる孚習も示されています。世界箔産について、挑の
各問いに箸えなさい.【8点】
問1 撲mΦ~嗣の¥女予旦τ、島上の削いに等交なさい。
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世界遺産についての調べ学習生徒ノートより
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写真28 ミシエル先生に日本にっいてのプレゼンテーシション、挨拶、 2年菊組での昼食の様子
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1実践14】東京大学・大学院の留学生のみなさんと交流しよう。(第21鋤
第1学年次に引き続き、東京大学の古市由美子先生のご恊力のもと、留学生のみなさんをお迎えし、

国際交流の機会を設けた。初めに、留学生一人一人の幽己紹介を英語と母国語の両方でしてぃただき、
その後グループごとにそれぞれの留学生の母風の文化についてのプレゼンテーションをしてぃただい
た0 そのあとに、テーマに関してのディスカッションを行った。活動の様子や感想を掲載しメ、学年通
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信を発行した。
写真29 挨拶、交流活動の様子
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【実践1 釘海外の人に臼本のアニメ・マンガを紹介しよう。
亭文利・、1干のi社元と述耐Jするi舌重力
とした、教科一1井で日本のアニ
メ・マンガについてのアウトラ

インを学習し、自分がお気に入
りのアニメ・マンガを紹介する
レポートの作成を行った。

コミュニケーショントビソケとしての「Π本」を知り、与'え、発惜へとっなげる英誥科の投菜を尋局一羽SD の視.,1工からー

資料32 アニメ・マンガのレボート

【実践1 引海外の人におすす
めの日本のスポットを紹介しよ
つ。

虜分が海外の人に薦めたいR
本のスポットを紹介するパンフ

◆'ゞ゛白4,島串オニゴ'立壮竃ン"身凱羊挑昨'謡虫=U争'
」▲哩イ11

"諏を thls m避ng主ノ anln1亀

レットを制作した。それぞれがあらかじめ構糾、用紙
にイメージを斜御、準備をし、工夫を凝らして作成
することができた。
写真33 パンフレット作成の様子
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(1)アンケートの結果からの考察
ESD 学習を始める前に突施した朋査では、 ESD の認知度は0%であった。20H年12月突施したア
ンケートではW、下の結果が得ら九た。
資料35 2014年12月実施のアンケート結果
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資料34 生徒の作品
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<質問3> ESDの学習を通して身についたと思う
もの

以上のアンケートの<質問1 >の結果からは、12打の時点では、多くの生徒がESDを理解しっつぁる
ことがわかる。<質問2>の結果からは、実際に麹分たちで課題を見出し、調べたり、話し合ったりす
ることで、老えを深め、アメリカの学生に伝えるためのニュース番組を柳H乍するという AC廿Ve ci也e1欝MP
n'ojectへの印象が強いことがわかる。やはり、冑らが自主的に・自律的に問題を見出し、それと向き合
うという体'験は生徒たちにとって重要であったようである。問題意識を持ち、主体的に、悩訂動的に行・う課
恕觧決測学習となる本プロジェクトでの活動を通して、 ESDへの理解をよか深めてぃったと老えられる。
<質問3>の結果から、 ESD学習を迎して、「他者と協力する力」を身にっけることができたと感
じている生徒が多いようである。 ESDの学習プログラムでは、個人が自分なりの考えを持っことも大
切であるとともに、それらを他者と交わし、解決策を見出そうとする姿勢が大切である。様々な活動
で他者との関わりの中で体'験的にそのことを学ぶことができた生徒が多かったということであろう。
<質問4>の結果からは、 ESD学習開始時のアンケート同様、「平ネ山に関する関心が高いことがわ

かる。第3学年では、「平和」・「人権」を授業テーマに設定し、さらに ESD学習を進めてぃく予定である。
(2)第2学年次のESD学習を終えての感想からの考察
捌、、F、生徒が第2学年終了時にESDの学習後に霄し寸ご惑想の一部である。

資料36 第2学年次の獲SD学習を終えての感想(自由記述)
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<質問4>持続可能な開発のための教育として、
今後取り組むべきだと思うテーマ

、応尋守争

ESD脚学習では多くのことを知ることができました。まずそもそも「ESD」という存在を卸り、坪キ縫河能な樹発のための畝打」に0いてや。てぃ
ることをj、11"主した。主たアメリカの学校との交流をナることで「0ながる」ことの楽 Lさを知ろことができ主した。二れからの11寺代も。と厶よ
りもグローバル化が逃むと恩うので、世界小の人たちと0なが0てみたいという思いが強くな"主 Lた。股SD を通Lて、外1製だけでなく、日本の
ことも多く学び、井えたと思い主寸。現在日本が抱えている問題を見っめ、日本の良いところを発悟して、改めて「日本」にっいて考える良い機
会になηました。楽しか0たで寸。

啄尹0べ敬遮し
'ジ

ESD をや0たことで、日本で今起きている問地をたくさノν見0ける二とができました。そしてその解決策キ考えることは、これからの日本や世界
をより良くしていくために、大切なことだと.懲いました。自分の門えを述べて、それに対して、みんなで愆兄を'、1い介うのが楽しかう之です。 こ

れ小らもいろいろな朧1題に対Lて、肉分の丹えをき拓ノνとも0て、少しでも良いので、火践できる二とはしてぃきたいで寸・。ぢぇるだけでばなく、
政袷、捌功、せるく込いにな0たらいいな七思いま寸。

争

「ESD」といら当一ワードは二の学習が姑まるまで全く知ら十、廊分には牒H系ないと,思0ていました。しかし、飛来を担。てぃく耐ゴニちはこの授
業を通Lて様々な剛迷を客嗣約にとらえる必喫があることにきづくことができました。また、ぢぇを深めてぃくだけでなく、私にはなか。た 1先
を見通寸ノJJ 「仙帷を発1,1する力」も'拓められる良い"寺1拐にできました。

ESDの活郵」は正渡少し綣手でした。鹿分のいいたいことがまとまらなか0たり、「英許」となると難Lくおえてしま。たりしたからです。しかし、
そのような力を身に0けられたかなと思いました。 ESD という活動から、物Ⅲを深く寺えてみた"、様ι,な角度から、物喫を弛ることが嘔来たこ
とがーつの「学び」で島0たと思いまt。今座の課遡として、先を見通ナカ、計仙i性を持っことをがんぱってぃきたいです。
ESD 0て何?と正直ず0と思0ていましたが、この授業で"伝えるノJ"がとてもよく身にっいたと忠い主す。抽子のこともし。かり理創することの
重要竹と雌Lさにも父づくことができました。クヲスの V丁Rを作0たときには協力tる二とが大物だとわかりました。 ESD とは"勉強"よりも大
きなくくりで生きるために大切なことを学ぷべき時問なのだとわ小りました。
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址初は、 ESD の意殊が个くわからなか0たので寸が、だんだんわかるようにな0、ぐきて、いろいみな力が身に0きました、瓢がー・爵成Rした!と
感じた二とは「先を見通寸力」で寸。介では、;゛iL介いをスムーズに遜め、暗岡内でおわらせることができるようになり主Lた。也界にば令く支掘
を受けてぃない人;ル、るので、これから役に女てる二とが島0たらどノνどノV尖hLていきたいです。
ESD を姑めてから、世界の人に伝える、伝わるようにコニ夫するということを学び、世界の人たちというのを意識して文を作ったり、パワーボイン
トを作ったりということができるようになり上した。主た、臼本のことを世界の人たちに紹介するという視点から日本のことをみるという点で、
視野も広がったと思いました。

コミュニケーショントビックとしての「[將りを知り、・孝え、発仁へと0なげる英'吾科の授桑を創る一ESD の規点からー

切めはなノυ山こと力")からず"われる主主にや0て'い主したが、たソνだノV11的が分小り、いろんな二とを知ることができました。 U本だけでなく、
靴界のいろいろh1舟腫にノ)いて片えるの辻大山なことだと恕、い主十。でも、や.ていく九力、でみノVなと.U:見をAわせた"、1上し介0た"1るのは
矧1しい場1栃L多か0たで寸が、臼分たらの力でまとめることができたとき跿うれしか?たです。これからも、二の疑鴛を続けたいで寸"
二れらの学,Nでけ、先を見通す,汁画性や広い祖野で井えを深める力や他者七憐力し、遜う"くの悦点小らぢえる力、白ら課膝を兄出寸力、他行や
拠文化を凪!解Lようとする力たどが上に鍛えられたと感じてい主ナ。内芥にっいて門えた"できとだけでなく、白分白身の力も鰕えられ主Lた。
ESDでは、中島先生がアメリカのボブ先門・,らと協力して芋Wしているということも島0て、より身近に災文化を感じながら活動できた父がしまt。
ESD は、利.たものmなる学,刃ではたく、1,託光可能な1粥発に0いて允ので、ノ↑後の、将来のために{入とて 1,大U」なことなので捻ないかと慰、0てい
主寸・。二の学,阿が1,。と広が巾・Cくれるといいで・ナ。英.、"的九而でJ゛ると、文櫛成や兆女(発{'n というimで少L懇えられた気が L 主、十。タイム
カプ・ヒルプロジェクトやアクティヴシティズンシッブプW ジェケト允ど仍、タイムカブセルを"分で敗"に1」'き、 1刃わ0たアメリカの才3女辻とも
何小L らのかたちで1對わ。てぃきたいなノν'ぐ想いま寸。これから心世界に陽わる'1智允ので、とて;,k剖な川H川でした.二れから t.Υト"していき
たいでナ。

ESD を通して、外則との交流、文化を知り可いの叫をよく知"介う二とが火切だなと思いました。
るときのナこ硬ざ、難L さを改めて知り主 Lた。二れから比も0 と 1:予にできる上うにしたいです。
今起こっている問題を自分逐で出来る限り解決していくためには、どのように行動を起こせぱ良いか分かるようにな"ました。身に1"1りで起きて
いる課地に0いてぃかに真剣に取り訊むぺきか大切占を知"、班nやクヲスメートと今後もこの上う九 13SDのY゛1を学校たけでなく、家でも〒立け
ていきたいで寸。

主ナ今世界がどぅなうてぃるかというのがわかり主した。また、異文化交1硴が1"来て、制めての体験ぱかりだ0たので寸'が、とてもたのしくでき
主した.主た学習のグループでは,フールドカフ工をや0ていたのでみんなの意見も分か"やtく見えたし、',舌し介いも深く上で追求でき主 Lた。
'SD の学判で、拘分で何か息作うたり、班Rで'折 L介0た"したこ●で、'1佼の[_1橡である 1白_E ・由11勺を身にクけるこ七小できたと謄い主、゛'.
主た、"[Uでパワ}ポイントを仲0たときは、班R とi'し介0たり、.汁1阿を住てた"したことで、先を見迎す力や他の人と地力、十る力がウいたと
思い土t。主た、 ESDの撰美をき0小けに、兇文化に0いて打える桜会が増え、また拠味を1寺0上うにな"主した。
ESDでは他の人と協力tることが多いな上と思いました。それをナる二とに上0て、やはり他人と協カナる鰐力が身にっいたと思いまナ。昨にば
1!1分でや町て、他の人の纛見とAわせて窕表tるとい)ことも山りましたが、熊亨乗"越えられヒと怨、いま寸。他国の人と共生するためには英語
は不可欠なのだなあと改めて思いました.英語を学習することで他鵜の人と気持ちよくコミュニケーシヨンがとれるのでがんぱって練習したいな
と燃い主した,

ESD 辻、敦科冉から火きく1詐れてぃるために、将来の世界にっいてまでを学習できるのでとても役立っています。学んだ二とは、批界や今の日本
彰、たちのよらな・゛供でキ,少 L゛0貞獻できるという二とで・、j、、そして、まずは知ることから始めて、自分の考えを確立し、そこから友人と他1^

、、.、

者の考えを学び、 1つの意見にま七めていく基本の順番を理解することができました。他国の異文化にも触れることで宝分の考えが深まり、広が
つていけることに気づくことができたと恩い上1。今後はこの学びと気ノづきを忘れずに%行Lていける上うにしたいです,

゛1 '.
;'

ESD でけ英語を小心に悦野を広げてぃくことがでさたので'しか0たで寸。世界の問題にっいて考える桜会ができたので、より世界に興味を持てる
ようになり主 L た。また、テーマを物分で計1叫的に吊r尤L、迅めていく二上ができる上うにな0たので、今後にいかしたいなと恕い主 Lた。
んだこと:世界仍小でも彰、たちは愆主れたせゴ舌をしている。支糧Lなければいけない人がいる。

り主での ESD の学習では、 Hボ川内のことだけにと心われるωではなく、1口外の二とにも"を向けることで"■丹,ι可能な朏晃"に心むがるでけない
かなと気ガくことができ主した。主た、へ主で'トくた二とに[裂ら寸、まだまだ沢山半べることはあると怒、うので、がノUぱ0ていき六いで寸、!

土た、打分が"1べたものや知0たこと空発"寸

ESD の学・Nで捻日本の問題や歴史、文化、日本のこれからなど、様々な視点から日本を見直していくことができたと慰いま寸.1村こ、東良オリン
ビソクが2020午に剛催される山で、甜J二むが◇後どのように遡ごし、鬪踏女解央Lていくかで、世邪の中のH本という立場■〒麦わウていくと
鷄、い主寸。 ESD I.ミ、その1司惣を町え、ぐいく 11い{矯会に九0たと感いました.
ESD 山'1岬1では、闇心n文イヒ京を外1+1の方bに発1,;したり、外円の文化を学んだり、 H 本で一起き、ぐいる問翻に0いて片え上 Lた。その小で、 g、
ほHポで{.部1かいところで色々脇顎がおさていた"、"本で寸たh、ぐい0て L生0ている文化が沢山あることを知0たのか'一於の'トむけ三と思い主
寸・'大きい行動はできなくても身近なところで自分にできることをすることができる強い心を持った人になれるようにこの学習を通して学んだこ
とを日々の生活で存分にいかしていきたいで寸。

異文化と仍交流に勺い・C、 W、か◇IUリγ1.習で 1 播思うたこと江、他文化と交1武するこどに上凸て,沢111の充見が●るということ。首SI)の弐f続河龍
な脚発とは、二の上÷にいろいろな発見を白分達の力でみいだすことができる心だと.嚇いました。門えを様々な角度から深めることが出来主 Lた。

12
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聡Dの学習を通して、肉分の伝えたいことをわかりやすく伝えるということ、他人の意見に耳をかたむけて、本質を理解するという力が牙にっけ
ることができたと,獣い土寸。主た、リーダーとして貰'任を將0二と、先を兄通すこと、みんなをまとめるという二とができるようになりました。
ESD と'、1われてもはじめはなんの二とやみ令然bからなか0た。しかし、いろノVな学習を祐み乗ねるうちにだんだんこの学習の"的がわか。て美
たきがする。それけたぶん今の私たちがこの現状を改善するためにできること、またやるべきことはなんなのか考え、行勤してみるということ於
のかなと思う。 ESD の話動は、いうも話動できる11牟1田がとても少なく、火亥だが、その範囲内で、どれだけのことをできるかと、庇分で"える力、
他人と一籍にⅢ'血を立てる力がのびたのではないかと,惑う。

ESD の活動は、英語力がとても鍛えられるものだと,以い主t。自分が持っている英語のま酷鼠でいかに表現するか、それを考える力が強くなったと
恕、います。また、駐SD にけ英'浴力のみなら十、発表の力、協力する力、完想力が必要になうてくると思い主ナ。 ESDは、社会を生きる人としての
総合的な力が身につく、良い学習だと忠い上寸。

ESD で11"ぷの小だけで比允く夕HIJの人との交統も島"川:界の文化に0いて知る二とができ主寸。主た、 U ぷの拙1題占にっいて'上・える経鞭では削
京オリンヒツウに佃けて訓光客など周りの人からどう児えるかを考えることができましナニ。さらに、 1.1心を船介する鍔黛で鞭、海外の人に呈非知
凸、Cもらいたい二とに勺いてそhぞれが詳Lく発礎一1'ることができました。発表する相手が逮う国の人だと、どうしたら一番わかりやすく伝える
ことができるかを考えることができるので相手を考えて自分にっいて伝える力がつくと,牒い主寸。

初めのうちけ、何をや勺ているのか、よく分から十に、活動をしてきたのが、址近でけ、何を大切にすれぱいいのか、何を根本に考えているのか、
などなど考えてやれるようになってきました。土た、 PP丁を仙うた発"を述して、相手を意識したまとめ、発表方法を考えられるようになったか
なと想い主す,

酷SD で紅 1/、ででき元いことがたくさノν島るので、 1Ⅱで1舌L介ら二とができて良か0たです。身分の門えをどんどん述べ、それをまとめることで
、0 上i肌'kる二上がよく分かり主した。いろいろなブリントを述うまとめに使うことで、とても分かりゃすくな"主した。これは色0な二とに謡
Ⅱ1でさるとjどい上寸。上とめノj、分かりや司、い苑女にfl:カ'など、沢山の_1二Jιが良く h力、りました。

"分が普段島まり刑昧がないような辨でもり.智を通 Lて凪{鮓を深めることができ上した。主た、色々な人の'1,モを研1いて、より途う文化の良さにっ
いて気づく事ができたし、新たに興眛がわいたものも血"主Lた。

外国を見て、日本を見ると、日本の特色、良いところ、悪いところが筑三者視点で見ることができる。 Uポでけ島た"1川だと.川0た二とでも、外
訓では島たり前でけないこともある。「外国の方の為に」と思ってプレゼンなどを作ると、いままで見えていないことが見えナーな(がした。
佳は、 ESD という工架寸ら知らないような状他で学習をスタートざせ、いきな"「將絖河能な糊発のための敦f"といわれてもぱうとキませノνで
した。本当は、今も主だあま"ば0 とさて1士いよせノV。で寸が、 ESD を学ぶ二上で、「排統可能女聞発のための敏介」以上に先を見通した"少女
いJ寺朋の巾でどうやりく",るかを門えた"、他人の意見と位分の"迂見をうまく介bせてよりよいものにしてぃくことができょした。それは本当
に'1べてよか勺た●思い主寸'。鴎D とい0ても、そhはとてもどこまでもはてしなく広がるものであり、深めようと寸れぱどこまででも深められ
るものだと父ガさ主した。これからも0と色んなES Dにふれ、広く深く楽しめたらいいなと思い主寸。

ESD の学Nで捻、 10のテーマに対 Lて、グループで',fLnうこ上によ0て、邑えを深められた"'折し合いを,腔理する力が0いたと哩いま寸。ま
た、そ山テーマを色々な方向から見ることによって視野が広がりました。それを自分で英語に訳してプレゼンしたことによって英1気力もっいたと
思己L、綿予に山分の伝えたい二とを伝えられる力も0いて、とてもためにな0た・子習プログヲムでした。

"分たしで課恕を見っけるので、身近なことを注意深く観察寸る力がうきました。主た、拘分山"迂見を L0か"と"つことができ、他者との愆見
交減も械倆的に行う二とができよした。リーグーとして林、より皆がわ力、りやすく、禎樺酌に参加できる上うな場を0くるよう心がけ出した。
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ESD の学習を迎して、他者の考えを理解しようとする力が持続可能な開発のために必要だと分かりました。地球に侘む人として、 1/、」人「地球
をよりよく寸るためにけどうしたらよいか」月えているはずなので、その門えを出し合0て、深く与え11'〔寸・二とが火ψ」で寸。また、胤には、深め
た門えを他打に兆k寸、る能力が足りないと思いました。何度力、苑"をしていくうちに、他者に分かってもらおうとする工夫がどれだけできるかが
相手とのロミュニケーションに靈要であるとわか"ました。

私は 1滞D を逓Lて、批界の脚細や文化に0いて、主たHホ:の惰1瑠にっいて学び、班の人たもと恊力して、その悃惣などに0いてぢえ、発去する
とができ上Lた.上た、米来を兄据え、改詳挑を昇える二ともでき主 Lた。ニヴγ1習で壮、社会のグローバル化を進めるために英を吾で学び、コミ
ユニケーシヨンカを高めると共に、自分たちの身の画りの問題を題材に深く考えることを学べたり、それらを目的に ESD を行ったのではないかし
.思い上,。 ESD R、英語を話す力、色々なことにっいて考える力、考えたことを身近な人と共宥する力、周りに発言する力など、様々な能力を育
てるための良い学習だと忠いました。

ESD では、仲闇と蒋力して、 1 つのものを形にしていくという二とが多く、それも、1人だ0たり 2 0人くらいだ0たりと人数もげらばらでした.
なので、 1人1人の違った意見をみんなが紬得して 1つにできるか?ということがとても大変で、いっもこれで迅まなくな0た"しました。けれ
ど、いざ終わ0てみると、とても達成感が強くて、それも 1人ではなく、みんなで 1つの二とを成し遂げられたという喜びでした。個人での閣白
さ、あるけhど、鞭雑なのもいいなとおもいました。 ESD は U垪兇可能なⅢ1苑のための敬Υ「」という愆1峠で、以たちもそれにもと6いてぃろいろ
とや0てきましたが、そ0呼県廻のどれもが将来の私たちの糎となる考え方への練習で島0た気がしま寸。難Lいものもあウたけれど、だからこそ、
新しい目線で分析する力も錠えました。楽Lか0た。

こ



生徒たちの感想から、初めはESD とは何なのかよく旦E解をしてはいないが、徐々にわかり始め、
その過程で複雑さや難しさを感じつつも、それぞれが何らかの形で気づきゃ学ぴとい0た得るものが
あったようである。それが、恊力することの大切さであったり、先を見通す力であったり、伝えたい
ことを伝えるための英語力の重要性であったりと様々であるが、視野の広がりが感じられるコメント
が多く得られたことはうれしい隈りである。また、授業者である著署の意図したところをコメントに
寄せてくれた生徒もおり、本プログラムが中学校の英語科の授業と遵動することによる有益さを実感
した。

侶)学イ瓢冬了時に実施したアンケートからの考察
学年終了時に実施したアンケートでは、以下の結果が得・られた。

コミニニケーショントピックとしての「1MU を知"、'岳え、発恬へとつなける英語科の授業を創る一ESDの筏_ヰ.M、らー

資料26
質問 1

質問2

学年終了時に実施したアンケート

質問3

「1ヨ本」に剛する矢所哉や皿停肋W渠まった。

質問4

外国の方から「日本」について41ねられたときに、答えられる俊信がついた。
「1ヨ本」にっいてさらに様々な話題について知り、努える必要性を感じる。
r日本」のことについて発信していくことは大切1だと感じる。
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質問3

<質問 1 >の結果から、「日本」についての知識や理解は深ま0た様子がうかがえる。<質問2>
からは、その編繍女や理解の深まりが、それを尋吋Qられたときに答えられる由信につながった生徒が学
年全体の8割程度はいることがわかる。このことは、ある一定の評価とすることができるものの、ま
だ自信がない生徒が学年の少剖程度いることも明らかになった。このことから自信をつけるためには
どのようなプログラムを拙町εし、トレーニングしていくべきか考える必要があり、薯者にと0ての新
たな課題となった。

質問 2

-23-

^"JLy〒〒J 二冨"ノ.+

上くあて
比主る
18%

島まりあ分く島て
<1土主ら_はまら允

オ仁し、 、、

質問4

シ
ニ
三
ご

、
y
'
/
ノ
心
七
ノ
y
ι
^
"
y
1

゛
乢
y
 
Y
 
/
"

、
/
 
J

弓
ノ
/
ノ
タ
/
÷
j
/
三
●
1
^
予
ヅ
ノ
ー

、
ツ
ι
タ
^
三
七
シ
〆
ノ
,
J
^
ケ
^
ム
心
'
心
リ
'

ー
;
1
●
t
1

j
つ
ノ
イ
ゞ
之
七
ハ
ケ
,

ー
ノ
ノ
、
ー
ニ
ン
 
J
y
.
、

,
 
A
 
ノ
ニ
一
,
/
 
C

、
シ
リ
ノ
く
y
?
.
、
,

一
、
゛

/
J

・
川2

.
゛
,
七
七
/
ノ
七
ノ
.
了
0

え
一
^
ン
三
シ
ー
子

,
心
イ
シ
ー
/
ソ
、
・
'
"
ー
ー
ニ

イ
斗
上
/
^
;
~
 
J
 
二
^
÷
ゞ
L
 
/
^
ノ

0
 
^
イ
 
J
.
/
ン
ニ
.
ニ
リ
ン
ツ
ノ
ノ
ノ
之

X
ど
り
ニ
^
X
メ
^
タ
t
y
,
^
七

、
。
ー
ノ
゛
゛
,
゛
゛
ゞ

ノ
/
/
一
し
亡
.
七
>
>
;
ナ
三
一
f
ン
J
ノ
ノ
ノ

゛
【
γ
ン
ン
'
、
/
i
ゞ
予
コ
ノ
ゞ
ン
ン
ー
 
C
 
/
一

、
ン
レ
三
一
J
ノ
イ
"
ン
上
'
J
%
ご
・
<
ノ
Y

,
'
●
、
な
っ
y
-
ゞ

1
)
髪

0

)
ー
ー



お茶の水女子大学附編中学校紀要柴心染(2015)

<質問3>からは、学年の全員に近い生徒が、「日本」についてさらに知り、考える必要があると
感じていることがわかる。そして、<質問4 >からも、学年の抵ぽ全員が「R本」のことを発信して
いくことの重要性を認識していることが明らかになった。 ESDの学習を英語の学習の一部と位置づ
け、「日本」にっいて考え、風際交流を盛んに進める中で、また違った視点から「日本」を見っめ直
すことができたのではないだろうか。また、様々なコミュニケーショントビッケとしての「日本」に
ついても同様に、その話題の引き出しを増やし、深め、発信の材判・としていくことが大切だと感じて
いるのではないだろうか。また、それらはきっかけに過ぎず、そこから新たなコミュニケーションを
創出していくことこそが埀要なことであるとも感じていることであろう。

2,検証

D6myei促001)は、動機を高める方法のーつに、教材の内容を生徒の印常体.験や背景に関連させる
という「学習者に関連の深い教材の提示」を挙げている。高島(2侃1)によると、臼本のように、教室
外で英語を使卜必要性が低い EFL (Eng1玲hasaForeignL釦g噸ge)環境の中で、学習者の到市隆を高め、
さらにそれを緋持できる活動に求められることは、①学習者肉身が認識できる明確な河的・ゴールが
設定されていること、②学習者が主体約に関わることができること、③活動内に俗由度があり、その
中で仙性が反映できることであり、これらの勃才救は、まさに仔)えられた課題に対して、掬由な言語
表現を用いて目的を達成する課題解決型の活耐"というタスクの定裟に反映されてぃる。
本プログラムの実践を通して、生徒たちが、皮ら「日本」およびその1制胡題にっいて興味'1瑚心を

持ち、明確な目的を持ち、主体的に、英語を活用し課題を解決していくという学習プロセスを体験で
きたことは、ツールとしての英語への学習意欲・捌Ⅱ幾を高めることにっながったと言えるだろう。ま
た、コミュニケーショントビックとしての「日本」についての話題の豊かさを増大させることや明群'
な発信対象を設定すること、 ESD の観点を活用した、「知る・考える・発信する」というコアサイク
ルを重視する課題解決型活動を行うことで、生徒は他者との恊働性の重要性を認識し、困難さを感じ
つつも、その過程において協働学習への意欲、発信の愆欲は高められ、達成感が感じられるものと考
えられる。

3.成果

フィールドワークや学会参加等を通して、コミュニケーショントピックとしての「日本」を教材イヒ
するための材判や情報を得ることができた。海外の学校や留学生等との交流の機会の増大は、生徒た
ちが客観的に「日本」にっいて向き合うきっかけとなり、意識も高まり、それは「日本」への知を豊
かにするとともに、英語での表現の幅を拡大することにもつながった。このようなプログラムを意識
的に継続的に構築し、実践していくことがESD にもつながる。本研究からその重要性を感じた。

4.課題

今後は、コミュニケーショントピックとしての「日本」のみならず、トピッケの幅を拡げた授業プ
ログラムを開発・突践していくとともに、アンケート結果から得られたように、外国の方から「日本」
にっいて尋ねられたときに、答えられる白信を持つことができるようにするための授業プログラム開
発に取り組んでいきたい。また、引き続き、 ESD の実践研究を英語科の視点から積み重ね、生徒た
ちが身のまわりのみならず、世界の諸問題に目を向け、解決しようとする姿勢を養い、そのプロセス
でツールとしての英語の重要性を実感し、それが英語学習への意欲や羽井發となる豊材を開発してぃき
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たい。

本研究は、平成26年度科学研究費助成事業(科学研究1"甫助金)奨励研究の助成を受けて行った
ものである。価汗究課題名:コミュニケーショントピックとしての「ヨ本」を匁1り、老え、発信へと
つなげ1英語科1受業開発脂淵遜番号;26908031号】)
湖査分析協力:末森咲(お茶の水女子大学大学院)
研究協力(共同プロジェクト研究者)※所属は平成26年度当時
O Time capsule projecl

Mr, RobeTtoG舗松(MCA山n H地hschooD、野井1投教論剖皮皐県立中概弐俗等学校)
O Active citizenshゆ PToject

MS. sara KrakaU改(1nnova110n Academy charter schooD 、 Mr. Brad P丑rker (Josephine Locke Elementary
SchooD、 Mr_ Jeff Blair (The Northwe5t sdwoD、 Nlr. Ja1悼 Leuenberger (Johnson・Brock public schooD 、
桐生朋文教諭(ぐんま国際アカデミー)、野村'毅教諭(1暄阜県立中津需5等学校)
O peace ATt project

Mr. Brad P2r1紀r uoseph血e Locke Elemenねry schooD 、 MS. C21an Gibn6y (Aspen H喰h schooD 、
柳雄輔教諭純を野町立熊野東中学校)、藤田実代子教諭(金沢市立泉,・γ学校)
0平成26年度ESD 日米教員交流プログラムマイアミ誹問教員団
屯Ⅱ§古夫敦諭(京都市立西院小学校)、河野公彦折導主那(大分県救育委員会)、桐生朋文教諭(ぐんま国際ア
カデミー)、松オ新沌教諭住U佑市立武加シ1ヒ中学校)、宮田秀子教諭(北九州市立赤崎小学校)、村上和孝教諭(札
幌市立明園小学校)、中島佳栄教諭(福岡市立元岡小学オ知、野村毅教諭印支甲.県立中浮ネ心手学才お、大塚正倫救
論(千葉県立国分刷等与峅謝、戸水吉信教論(金沢火学附属中学校)、若海山美教諭(埼玉.県立熊谷西荏等学イ知

コミニニケーショントビックとしての「"本」を知り、ぢえ、発僑へとつなげる英'吾科の揺禦を創る一ESD の悦点からー
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